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１．１．１．１．はじめにはじめにはじめにはじめに 

 近年のネットワークのブロードバンド化によるコ

ンテンツ流通の活発化に伴い、コンテンツの不正流

通が問題になりつつある。広告枠や著作権などの「権

利の取引」と音楽や映像などの「コンテンツの流通」

とを連携させないと、正当な流通の発展が妨げられ

る恐れがある。我々は既に「権利の取引」の事例と

して、デジタルデータ放送の広告枠を対象としたリ

アルタイム広告枠取引電子市場RealtimeMarket[1]
を開発済みであるが、本稿では①この市場と「コン

テンツ流通」とを結ぶプラットフォームを構築した

ことと、②コンテンツのリアルタイム流通のための

ミドルウェア AdTransmitの開発について述べる。 
２．２．２．２．データ放送広告枠のリアルタイム取引／流通データ放送広告枠のリアルタイム取引／流通データ放送広告枠のリアルタイム取引／流通データ放送広告枠のリアルタイム取引／流通 

 取引と流通が結合することにより、新たな付加価

値を創出することができる。例えばデータ放送の広

告枠取引において、臨時ニュースやスポーツ番組の

放送時間延長など、視聴率増加が期待できる変化に

タイムリーに連動した広告出稿を実現しようとする

と、取引結果を即座に流通(放送)に反映させるよう
な「リアルタイム性」が重要になる。 
３．３．３．３．リアルタイム取引／流通プラットフォームリアルタイム取引／流通プラットフォームリアルタイム取引／流通プラットフォームリアルタイム取引／流通プラットフォーム 

３．１３．１３．１３．１      システムの位置付けシステムの位置付けシステムの位置付けシステムの位置付け 

 今回開発したシステムの構成は図 1のようになっ
ている。データ放送広告枠取引市場は、リアルタイ

ム取引ミドルウェア RealtimeMarketを基盤として
構築されており、データ放送広告配信システムはリ

アルタイム流通ミドルウェア AdTransmitを基盤と 
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して構築されている。複数の広告配信システムが、

ミドルウェアの層を介して広告枠市場と直結されて

いる。AdTransmit には、市場での取引状況をメッ
セージ(NOTICEと呼ぶ)として広告配信システムに
リアルタイムに配信し，処理させる機能がある。デ

ータ放送広告配信システムは当グループで既に開発

済みのデータ放送番組送出シミュレータにモジュー

ルとして組み込まれている。このシミュレータは実

際のデータ放送送出設備をシミュレートするもので

あり、放送するコンテンツには広告素材も含まれる。 
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図図図図    1111        システムの構成と階層関係システムの構成と階層関係システムの構成と階層関係システムの構成と階層関係    

３．２３．２３．２３．２      広告枠取引と広告素材の流通の広告枠取引と広告素材の流通の広告枠取引と広告素材の流通の広告枠取引と広告素材の流通のプロセスプロセスプロセスプロセス 

このシステムでの取引／流通プロセスは次のよう

になる。まず、広告主ユーザと放送局ユーザがブラ

ウザを介して広告枠市場で取引を行い、市場はその

取引結果を広告配信 NOTICE として広告配信シス
テムに通知する。市場内で約定が成立すると、取引

終了 NOTICE が発行され、次に、広告枠の広告開
始時間になると広告開始 NOTICE が発行される。
NOTICEを受信した広告配信システムは、NOTICE
の内容に従って、該当する広告枠に指定された広告

素材を挿入する。 
市場での約定の直後に広告素材を送出する広告枠

を広告枠取引市場に用意したところ、約定後、デー

タ放送番組送出シミュレータが実際に広告素材を送

出するまでの時間的遅延が、数秒のオーダーに収め

ることができることを確認した(図 2)。 



図図図図    2222        広告素材のリアルタイム差替え広告素材のリアルタイム差替え広告素材のリアルタイム差替え広告素材のリアルタイム差替え 

３．３３．３３．３３．３      システムの特徴システムの特徴システムの特徴システムの特徴 

 今回開発したリアルタイム取引／流通プラットフ

ォームは、次のような特徴を持っている。 
(1) 市場が発行するNOTICEがXMLメッセージと

して記述されており、ロケーション／コンテン

ツ／権利保持者／時間(例：広告枠 ID／広告素
材 ID／スポンサーID／開始･終了時間)などの、
コンテンツ配信に必要となる「基本パラメー

タ」を持った XML メッセージがテンプレート
として用意されている 

(2) ロケーション／権利保持者や NOTICE の種類
などに応じて XML メッセージ送信先の配信シ
ステムを選択するなど、上記「基本パラメータ」

を解釈・処理する機能を備えている 
(3) NOTICEは、パッケージ化されたコマンドに分

解され、双方向 HTTPトンネリング・プロトコ
ル[2] を用いて AdTransmitの中を流れる。 

３．４３．４３．４３．４      優位点優位点優位点優位点 

 これらの特徴により、次のようなメリットがある。 
(1) 「広告」や「伝言メッセージ」に関するパラメ

ータの拡張が必要になっても、NOTICE が
XMLで記述されているため柔軟に対応可能 

(2) 図 1のように、システムがミドルウェアの層と
アプリケーションの層で分離されたアーキテ

クチャになっており、ドメインに共通の「基本

パラメータ」およびその解釈・処理機能が再利

用できるので、ドメイン依存の XML タグ解
釈・処理機能の作り込みだけで、取引／流通す

るドメインそのものを「伝言メッセージ」や「電

子チケット」などの、「広告」以外のドメイン

に比較的低コストで変更可能 

(3) 双方向 HTTPトンネリング・プロトコルの特徴
により、サーバとクライアントの間にファイヤ

ウォールがあっても通過して通信可能 
(4) このため、複数個の広告枠市場システム(市場運

営者)とデータ放送番組送出シミュレータ(放送
局)がそれぞれ分散された運用体系が実現可能 

(5) 広告素材のリアルタイム配信・差替えが可能 
４．４．４．４．リアルタイム流通ミドルウェアリアルタイム流通ミドルウェアリアルタイム流通ミドルウェアリアルタイム流通ミドルウェア AdTransmit 

リアルタイム流通ミドルウェア AdTransmitの差
別化要素は、①市場での約定成立後、広告素材の出

稿までの時間的遅延を秒オーダーに収めることがで

きる、②当初出稿を予定していた広告素材が急遽差

し替えが必要になった場合、出稿の直前でも差し替

えに対応できる、③番組の放送中にも広告素材の差

替えが可能、という点である。 
５．５．５．５．おわりにおわりにおわりにおわりに 

今回開発したシステムでは、市場内での取引結果

を即座に広告配信システムに反映することが可能な

ため、リアルタイムの広告差替えが可能になった。

取引結果を放送に反映させるまでの時間的遅延が、

数秒のオーダーに収まることを確認した。 

今後は、ネットワークのブロードバンド化と放送

のデジタル化／双方向化に伴い、インターネット上

でのストリーミング放送の普及が見込まれるため、

今回開発したシステムをストリーミング広告のリア

ルタイム取引／流通へ適用するなど、新たなサービ

ス創出の可能性を模索していく。 
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